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この 2 種類のデータ分析に当たっては、1988 年から 2007 年までのロシアを以下の通り
3 期に区分し、分析・考察を行なった。以下、箇条書きにて、各時代の分析結果を示す。 








































原理的共産主義が未だ存在 民主主義 国民国家形成が優先 
人間主義 人間主義 国家に対する市民の責任の
強調 
個人主義 「個人主義」の表層的使用 集団主義 
市民社会 市民社会 国家優先主義 
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